
平成 31 年度 香川大学 解答 

〔Ⅰ〕選択問題 
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〔Ⅱ〕選択問題 
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〔Ⅲ〕選択問題 
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 2 ,0f   
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始点の座標 

(0,0)   

始点の座標  ,f f   

始点の座標  ,f f   

2 f   

倍率 

 1.0〔倍〕 

ただし，レンズの位置と重なるので像

として結像するかは不明である 

(3) 始点の座標 

1
( ,0)

2
f   

倍率 

 0.50〔倍〕 

(5) 
凹レンズを出た光は光軸平行となるので結像しな

い。(像は出来ない) 



〔Ⅳ〕選択問題 
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(5) 【導出過程も示すこと】 
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(6) 【導出過程も示すこと】 
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ただし，上の議論は単原子分子である

が二原子分子にも同じ議論が適用でき

るとし，
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(6)の係数の 3を 5として， 
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〔Ⅴ〕選択問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

q
m

d

V

g  

(6) 

(1) 
金属内の電子を X 線がたたき出すことにより，X 線は散乱され，

原子はイオン化される。・・・現象：コンプトン散乱(効果) 

金属内の電子を光がたたき出すことにより，原子はイオン化され

る。・・・現象：光電効果 のいずれかを書く 
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データーを下図のように分類しその最小値を電気素量として， 

191.6 10e    〔C〕とする 

平均を取って，
1.59 1.61 3.21 4.79 4.81 6.40 8.02
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と電気素量が求まる。 


